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  2025 年 5 月 8 日 

各位 

 

丸紅 I-DIGIO ホールディングス株式会社 

株式会社ドリーム・アーツ 

 

 

 
 
丸紅 I-DIGIO ホールディングスがグループ共通のデータ基盤として SmartDB®︎を導入 

～各社に点在する 11 のワークフローシステムを統合～ 

 

丸紅 I-DIGIO ホールディングス株式会社（本社：東京都文京区、代表取締役社長：佐藤 由

浩）と大企業向けクラウドサービスの株式会社ドリーム・アーツ（東京本社：東京都渋谷区、広

島本社：広島県広島市、代表取締役社長：山本 孝昭、以下 ドリーム・アーツ）は、丸紅 I-

DIGIO グループで、大企業向け業務デジタル化クラウド「SmartDB®︎（スマートデービー）」を

導入、利用開始したことを発表します。  

丸紅 I-DIGIO グループでは、2024 年 10 月より SmartDB®︎で構築した稟議業務アプリを丸紅

I-DIGIO ホールディングスで利用開始し、2025 年 4 月には丸紅 I-DIGIO グループ約 1,400 名で

の運用を始めています。  

 

■SmartDB®︎の導入背景 

丸紅 I-DIGIO ホールディングスは、市場変化に迅速かつ戦略的に対応することを目的として

2023 年 4 月に丸紅グループの情報通信に係る子会社 4 社の持ち株会社として設立され、5 社で

丸紅 I-DIGIO グループを構成。 製造ソリューション、流通・産業ソリューション、デジタルソ

リューション、IT 基盤サービスの 4 事業セグメントに注力し、商社の強みである幅広い顧客基

盤とネットワークを生かした成長戦略を推進しています。  

丸紅 I-DIGIO ホールディングスは、グループ内のコーポレート業務を効率的かつ安定的に運

用するため、各社のコーポレート部門を集結した「コーポレートセグメント」を設置し、企業の

意思決定の根幹を担う稟議業務の改善に向けて、各社に点在する 11 の稟議ワークフローシステ

ムを統合する新業務基盤を導入しました。  

 

■SmartDB®︎を選んだ理由 

システム選定の際に重視したのは、ワークフローとデータベースを備えていること、およびユ

ーザ情報の追加・更新を含む管理のしやすさでした。 旧ワークフローシステムではデータベー

ス機能の不足によりデータの利活用が難しく、最終承認後の内容を台帳へ転記するなどの手間も

発生していました。 また、組織変更の際にユーザ情報のメンテナンスを柔軟に実現できる必要
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がありました。 これらの要件に加え、購買管理システムや電子契約サービスなど他システムと

の連携実績の豊富さから SmartDB®︎の導入を決定しました。 期待される効果は以下の通りで

す。  

 

・管理コストの削減：各社の情報システム部門が個別に管理・メンテナンスする工数を削減 

・運用コストの削減：システム統合により運用費が従来の半分以下になる見込み 

・監査対応の効率化：メールを遡るなど手作業による情報収集の工数を削減 

 

現在は、丸紅 I-DIGIO グループで稟議業務に利用しています。 将来は、案件管理・契約締

結・請求書管理などの業務に活用範囲を拡大する想定です。 また、『マルチ GATE セキュリテ

ィ（※1）』オプションの活用により、さらに強固なシステム基盤を構築することで、社外ユーザへ

の利用拡大も検討しています。  

 

※1 大企業の多様化する働き方に必要不可欠なガバナンス強化を実現するセキュリティオプション 

  https://www.dreamarts.co.jp/news/press-release/pr241212/ 

 

■丸紅 I-DIGIO ホールディングス株式会社 管理本部 情報企画部 部長  

喜多大樹からのコメント 

新業務基盤の導入検討を開始した当初、一部で導入していた別システムの利用拡大を考えてい

ましたが、グループ共通基盤としての要件を満たさず断念しました。 その後も検討を続けました

が、なかなか適したものが見つかりませんでした。 2024 年 3 月にようやくグループ横断の基盤

に適したサービスである SmartDB®︎に出会い、プロジェクトの一歩となる稟議業務アプリの利用

開始に踏み出すことができました。  

日本の企業文化に響くソリューションを 20 年以上安定して提供し、定期的なアップデートによ

り利便性を高め続けるドリーム・アーツには“協創パートナー”として今後もご支援いただけるこ

とを期待しています。   

 

 

丸紅 I-DIGIO グループとドリーム・アーツは、今後も“協創”で「現場力強化」「企業競争力向

上」の領域において、さらなるパートナーシップを育んでまいります。  

 

■連結業績への影響 

本件による連結業績に与える影響は軽微であります。 今後、業績予想を変更すべき事象が生

じた場合は速やかに発表させていただきます。 
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SmartDB®︎（スマートデービー）について https://hibiki.dreamarts.co.jp/smartdb/ 

SmartDB®︎は、大企業市場シェア No.1（※2）の業務デジタル化クラウドです。 現場個別の業務か

ら全社横断業務までノーコードで開発可能。 ワークフローと Web データベースを中心に多彩な

機能をもち、柔軟な外部システム連携、きめ細かな権限管理、高度なセキュリティ要件にも対応

しています。 三菱 UFJ 銀行や大和ハウス工業、立命館大学など、大企業を中心にあらゆる業種業

態のユーザーが利用中です。 サービス基盤としてマイクロソフトが提供するクラウドプラットフ

ォーム「Microsoft Azure」を採用し、利用規模の変化やコンテンツの増加にも柔軟に対応できる

環境を実現しています。 

※2 テクノ・システム・リサーチ「2024 年 SaaS 型ワークフロー市場メーカーシェア調査」より 

 

丸紅 I-DIGIO グループについて https://www.marubeni-idigio.com/ 

丸紅 I-DIGIO グループは、丸紅株式会社の ICT 領域における事業会社グループとして、以下の 4

事業セグメントに注力し、商社の強みである幅広い顧客基盤とネットワークを生かした成長戦略

を推進します。 

製造ソリューションセグメント：製造業向けソリューション 

流通・産業ソリューションセグメント：システム開発およびコンタクトセンターソリューション 

デジタルソリューションセグメント：ネットワーク・ストレージ・クラウド・セキュリティ領域

のソリューション 

IT 基盤サービスセグメント：IT 基盤領域の設計・構築・運用 

 

株式会社ドリーム・アーツについて https://www.dreamarts.co.jp/ 

「協創する喜びにあふれる人と組織と社会の発展に貢献する」をコーポレート・ミッションに掲

げるドリーム・アーツは、「協創」を自ら体現することで、顧客の真のソリューションパートナー

として総合的な課題解決をお手伝いしています。 

主なサービスとして、大企業向け業務デジタル化クラウド「SmartDB®︎」、多店舗オペレーション

改革を支援する「Shop らん®︎（ショップラン）」、大企業の働き方を変えるビジネスコックピット

「InsuiteX®︎（インスイートエックス）」などのクラウドサービスを開発・提供しています。 

 

<本件に関するお問い合わせ先>  

株式会社ドリーム・アーツ  

〒150-6029 東京都渋谷区恵比寿 4-20-3 恵比寿ガーデンプレイスタワー29F 

広報担当 佐藤・土谷 

TEL：03-5475-2501 / 080-7023-7602 E-mail：pr@dreamarts.co.jp  

記載されている会社名および商品・サービス名は各社の登録商標または商標です。 


